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市の人口と世帯　77,708人（前月比△24人）　男38,503人　女39,205人　世帯数 30,309世帯   【８月１日現在】

  生涯現役！ウォーキングで健康づくり

主な内容

● 観光路線バス「やさとフルーツ号」が運行 
　 つくばセンターから柿岡車庫まで  　   Ｐ２
　
● ５年に一度の国勢調査
　 回答にご協力ください　　　　　　　  Ｐ３
　　   　              
● 石岡のおまつり期間
　 ごみの収集時間が早くなります　　　  P10 



　

東
京
圏
か
ら
の
通
勤
・
通
学
、
筑

波
山
方
面
へ
の
観
光
路
線
と
し
て
基

幹
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
「
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」。

　

市
で
は
、
つ
く
ば
駅
か
ら
朝
日
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
、
八
郷
地
区
ま
で
を

結
ぶ
バ
ス
路
線
を
３
か
月
間
限
定
で

運
行
し
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
を
使
っ
て
、
市
内
の
観

光
地
を
訪
れ
た
り
、
つ
く
ば
市
ま
で

出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

運
行
期
間
／
９
月
〜
11
月
の
土
・
日
・

　
　
　
　
　

祝
日
の
み

一
日
フ
リ
ー
乗
車
料
金
／

　
　
　
　
　
　

大
人　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

子
ど
も　

５
０
０
円

　

通
常
の
路
線
運
賃
や
路
線
図
は
下

記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
㈱
石
岡
営
業
所

☎
２
２
・
３
３
８
４　

市 政
バ ス

観
光
路
線
バ
ス
「
や
さ
と
フ
ル
ー
ツ
号
」
が
運
行

　
　
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
か
ら
柿
岡
車
庫
ま
で

柿
岡
車
庫

900 円

運賃

篭か
ご
た田

入
口

（
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
）

900 円

170 円

上
根
入
口

（
筑
波
山
ジ
オ
サ
イ
ト
周
辺
）

900 円

250 円

や
さ
と
温
泉

800 円

320 円

八
郷
小
幡

（
十
三
塚
果
樹
団
地
）

800 円

340 円

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
前

700 円

450 円

辻
い
ち
ご
団
地

朝
日
里
山
学
校
入
口

600 円

570 円

小
町
の
里

清
滝
寺
入
口

500 円

690 円

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー

運賃

900 円

バ
ス
路
線
図

時
刻
表
概
要

つくばセンター → 柿岡車庫
  8：00 →   9：00
  9：30 → 10：30
11：05 → 12：05
12：20 → 13：20
14：40 → 15：40
16：10 → 17：10
17：35 → 18：35

柿岡車庫 → つくばセンター
  8：00 →   9：00
  9：20 → 10：20
10：50 → 11：50
13：10 → 14：10
14：45 → 15：45
16：00 → 17：00
17：30 → 18：30

▲朝日トンネル

▼茨城県フラワーパーク

▲つくばセンター

▼果樹団地での柿狩り
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10
月
１
日
に
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
の
人
口
や
世

帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

統
計
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
５

年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
、
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

▼
調
査
対
象

　

日
本
国
内
に
普
段
住
ん
で
い
る
、

外
国
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
調
査

で
対
象
と
な
る
人
や
世
帯
は
、
全

国
で
約
１
億
２
８
０
０
万
人
、
約

５
２
０
０
万
世
帯
に
の
ぼ
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
調
査
内
容

　

大
き
く
分
け
る
と
「
世
帯
員
に
関

す
る
事
項
」
と
「
世
帯
に
関
す
る
事

項
」
の
２
つ
で
す
。

【
世
帯
員
に
関
す
る
事
項
】

　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
配
偶

の
関
係
、
就
業
状
態
、
従
業
地
ま
た

は
通
学
地
な
ど
13
項
目

【
世
帯
に
関
す
る
事
項
】

　

世
帯
員
の
数
、
住
居
の
建
て
方
な

ど
４
項
目

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
推
進

　

今
回
の
調
査
で
は
、
先
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
受
け
付

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ

な
か
っ
た
世
帯
に
紙
の
調
査
票
を
配

布
す
る
と
い
う
流
れ
で
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

９
月
上
旬
に
、
顔
写
真
付
き
の
統

計
調
査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案

内
」
と
書
か
れ
た
青
い
封
筒
を
配
布

し
ま
す
。
封
筒
の
中
に
入
っ
て
い
る

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
者

情
報
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

操
作
ガ
イ
ド
」を
確
認
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

オンライン回答にはこんなメリットが！

・パソコンやスマートフォンでらくらく回答！ 
・調査員へ提出する必要がなく、回収の日程調   
　整がいらない！ 
・個人情報の保護がより強化されて安心！ 

市 政
統 計

５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査

　
　

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■問い合わせ
政策企画課
☎ 23-1111（内線 224）

オンライン
回答用ＩＤ
を配布

回答完了

９月上旬９月下旬10 月上旬 ９月 10 ～ 20 日

パソコンやス
マートフォン
からオンライ
ン回答

調査員へ提
出または郵
送提出

オンライン
回答がない
世帯に調査
票を配布

オンライン回答期間は９月 10 日（木）～ 20 日（日）です。

３　　広報いしおか９月１日号  №２３８

▼
調
査
票
配
布
・
回
収
の
流
れ



　　　「社会保障」・「税」・「災害対策」に関す   
 　　  る役所の手続きで必要になる書類に、　
本人や扶養家族のマイナンバーを記入します。
○社会保障関係・・・年金、雇用保険、児童手
当、児童扶養手当、障害者手帳など
○税関係・・・・・・確定申告、源泉徴収票、
扶養控除、支払調書、法定調書など
○災害対策 ・・・・・被災者生活再生支援金の
支給など

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

10
月
か
ら

　
　
　

―
国
民
一
人
ひ
と
り
に
個
人
番
号
―

くらし
手 続

マイナンバー制度に関するQ＆ A

マイナンバー制度は、いつから始まるの？Q
A

マイナンバーはどんなときに使うの？Q

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ３２

マイナンバー＝ 12 桁の番号
住所が変わっても、マイナンバーは原則変わりません。

　

平
成
25
年
５
月
の
「
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
」
の
成
立
に
伴
い
、
今
年
の
10
月

か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用

が
順
次
開
始
さ
れ
ま
す
。

　　  マイナンバー制度は次のスケジュールで
           実施されます。
　平成 27年 10月から
　マイナンバーの通知が始まります。
　・住民票の住所に通知カードが送付されます。
　平成 28年１月から
　申請者にマイナンバーカードの交付が始まり
   ます。
　・国の行政機関や都道府県、市町村の申請書
   の一部にマイナンバーの記入が求められま            
　す。
　平成 29年１月から
　国の行政機関でマイナンバーの利用が始まり
    ます。
　平成 29年７月から
　都道府県、市町村などでマイナンバーの利用
    が始まります。

Q  マイナンバーは役所だけが使うの？

　　　マイナンバー制度の導入により、法人も
　　　個人番号関係事務実施者として、すべて
の従業員のマイナンバーを収集・管理する必要
があります。例えば住民税は、平成 29年１月
の給与支払い報告書に社員のマイナンバーを
付記して提出することや、所得税は平成 28年
12月の年末調整に向けて、社員本人や配偶者、
扶養家族のマイナンバーを取得して書類を整備
する必要があります。

Q  プライバシーの保護は大丈夫なの？

　　　マイナンバーの漏えいを防ぐため、法律
　　　で様々な方法が定められています。例え
ば、法律で定められた目的以外にマイナンバー
を使用できないほか、他人のマイナンバーを不
正に取得したり、他人に不当に提供したりする
と厳しく罰せられます。
　また、マイナンバーカードには、所得の情報
などは記録されないため、マイナンバーカード
１枚からすべての個人情報が分かってしまうこ
とはありません。

事
情
に
よ
り
住
民
票
の
住
所
と
は

別
の
場
所
に
お
住
ま
い
の
人
へ

▼
特
別
な
事
情
と
し
て
認
め
ら
れ
る

人
に
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

で
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
を
登
録
す

る
と
、
そ
こ
に
通
知
カ
ー
ド
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

特
別
な
事
情
と
し
て
認
め
ら
れ
る
例

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
児
童
虐
待

な
ど
の
被
害
者　

・
長
期
の
入
院

・
入
所
が
見
込
ま
れ
る
一
人
世
帯
の
人

※
広
報
い
し
お
か
８
月
15
日
号
７

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
居
所
情
報
登
録
申
請
期
間
が

８
月
24
日
（
月
）
〜
９
月
25
日
（
金
）

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■問い合わせ　
《マイナンバー制度》
総務省コールセンター☎ 0570-20-0178
《住民票の異動》市民課☎ 23-1111（内線 125）
《ＤＶなどの被害者支援》
政策企画課☎ 23-1111（内線 224）

広報いしおか９月１日号  №２３８　　４
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旭台会館

▼
懐
か
し
い
折
り
紙
を
豪
華
に

ア
レ
ン
ジ
！	

日
時
／
10
月
８
・
22
日
、
11
月

12
・
26
日
、12
月
10
・
24
日
（
木
・

全
６
回
）
午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
15
人	

教
材
費
／
２
０
０
０
円

講
師
／
見
明
節
子
先
生

▼
木
の
笛
コ
カ
リ
ナ
は
素
朴
な

美
し
い
音
色
で
、
ど
な
た
で
も

演
奏
で
き
ま
す
。	

日
時
／
９
月
29
日
、
10
月
13
・

27
日
、
11
月
10
・
24
日
、
12
月

８
日
（
火
・
全
６
回
）
午
後
１

時
30
分
～	

３
時
30
分

定
員
／
15
人

教
材
費
／
５
９
４
０
円

講
師
／
河
部
さ
か
ゑ
先
生

受付期間／９月８日（火）
　　　　　　　　　～19日（土）
午前９時～午後５時
※定員になり次第締め切り（月
曜日は休館）
■申し込み・問い合わせ
旭台会館
☎ 26‒1366
℻ 26‒1780
					asahidai@smile.ocn.ne.jp

もの・ひと・カタチ づくり 講座
和紙細工「木の温もり、やさしい音色」

　　　　　　　　コカリナ入門

はじめての大正琴バードカービング

▼
ナ
イ
フ
と
彫
刻
刀
で
簡
単
に

始
め
る
こ
と
が
出
来
る
『
皇
帝

ペ
ン
ギ
ン
』
を
作
り
ま
す
。	

日
時
／
９
月
30
日
、
10
月
14
・

28
日
、
11
月
11
・
25
日
、
12
月

９
日
（
水
・
全
６
回	

）
午
後	

２
時
～
４
時

定
員
／
10
人

教
材
費
／
１
２
０
０
円

講
師
／
渡
邊
敏
治
先
生

▼
文
字
、
発
音
と
基
本
的
な
文

法
を
学
習
。
簡
単
な
あ
い
さ
つ

か
ら
実
用
的
な
フ
レ
ー
ズ
と
単

語
が
身
に
付
く
！	

日
時
／
10
月
３
・
10
・
17
・
31

日
、
11
月
７
・
14
日
（
土
・
全

６
回	

）
午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
10
人

教
材
費
／
２
０
０
円

講
師
／
朴
河
娜
先
生

Korean これだけの韓国語

ふれあいの里石岡
　　　ひまわりの館

日
時
／
10
月
14
・
21
・
28
日
、

11
月
４
・
11
・
18
・
25
日
、
12

月
２
日
（
水
・
全
８
回
）
午
前

10
時
30
分
～
正
午

定
員
／
20
人
（
高
校
生
以
上
）	

参
加
費
／
無
料

講
師
／
小
川
ジ
ョ
セ
ピ
ン
先
生

日
時
／
10
月
6
・
20
日
、
11
月

10
・
17
日
、
12
月
15
・
22
日
、

１
月
５
・
19
日
、２
月
２
・
16
日
、

３
月
１
・
15
日
（
火
・
全
12
回
）

午
前
10
時
～	

11
時
30
分

定
員
／
40
人

参
加
費
／
無
料

日
時
／
10
月
１
日
、11
月
５
日
、

12
月
17
日
、
１
月
７
日
、
２
月

４
日
、
３
月
３
日
（
木
・
全
６

回
）
午
後
２
時
～	

３
時

定
員
／
30
人

参
加
費
／
無
料

申込方法／９月８日（火）から
電話で申し込み
午前８時30分～午後５時
※定員になり次第締め切り（月
曜日は休館）

■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里石岡	ひまわりの館
☎ 35‒1126

ひまわりの館講座
ふれあい英語教室リラックス体操教室

ふれあいの陶芸

日
時
／
10
月
25
日
、11
月
29
日
、

12
月
20
日
、
１
月
31
日
、
２
月

28
日
、
３
月
27
日
（
日
・
全
６

回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

定
員
／
25
人

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
志
村
義
明
先
生

※
作
品
は
約
２
か
月
後
の
お
渡

し
に
な
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
１
・
15
・
29
日
、

11
月
13
・
26
日
（
木
・
全
５
回	

）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
11
月
13
日
の
み
金
曜
日
で
す
。

定
員
／
15
人

参
加
費
／
無
料

講
師
／
月
山
ハ
ル
先
生

かんたんフランス家庭料理 ホリスティック・ヨーガ

▼
日
本
の
伝
統
楽
器
で
楽
し
く

曲
を
演
奏
し
ま
し
ょ
う	

日
時
／
10
月
９
・
23
日
、
11

月
13
・
27
日
（
金
・
全
４
回	

）

午
前	

10
時
～
正
午

定
員
／
10
人

参
加
費
／
１
０
０
円

講
師
／
小
林
正
江
先
生

シルバーリハビリ体操

日
時
／
①
11
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

「
タ
ル
ト
・
タ
タ
ン
」

※
リ
ン
ゴ
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

フ
ラ
ン
ス
伝
統
菓
子

②
12
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分

「
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
」

定
員
／
各
20
人

参
加
費
／
各
１
０
０
０
円

講
師
／
加
藤
裕
子
先
生

５　　広報いしおか９月１日号		№２３８



　災者救援物資を調達・供給被

　　ちづくりにアイデアをま

　

７
月
５
日
、
市
と
石
岡
青
年
会
議

所
が
協
働
で
「
石
岡
市
市
民
討
議
会

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
幅
広
い
ア
イ
デ
ア
」
を
募
る

た
め
に
行
わ
れ
、
今
年
で
３
回
目
の

開
催
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
30
人
が
参
加
。「
ふ
る
さ

と
再
生
～
な
く
な
る
な
ん
て
あ
り
え

な
い
！
だ
っ
て
石
岡
が
好
き
な
ん
だ

も
ん
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　

市
民
討
議
会
の
内
容
は
、
報
告
書

に
ま
と
め
、
市
と
石
岡
青
年
会
議
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　

７
月
７
日
、
常
陽
銀
行
の
守
屋
石

岡
支
店
長
と
横
山
柿
岡
支
店
長
、
鴨

志
田
石
岡
東
支
店
長
ら
が
市
役
所
を

訪
れ
、
脳
年
齢
計
２
台
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
明
る
い
地
域
社
会

の
未
来
創
造
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
と
ふ
れ
あ
い

の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
に
設
置

し
、
介
護
予
防
の
推
進
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　　護予防促進に活用を介

▲目録を手渡す常陽銀行の皆さん

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲協定を結ぶ㈱カスミの生井取締役（左）と市長

▲会場はおまつりを意識した雰囲気

血推進に多大な功績
ーソントン食品工業㈱石岡工場ー献

　

７
月
17
日
、
大
阪
府
立
国
際
会
議

場
で
行
わ
れ
た
第
51
回
献
血
運
動
推

進
全
国
大
会
で
、
厚
生
労
働
大
臣
感

謝
状
を
ソ
ン
ト
ン
食
品
工
業
㈱
石
岡

工
場
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
平
成
８
年
に
県
知
事
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
献
血

推
進
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
の
贈

呈
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲感謝状を受け取る業務課の山田さん

　

７
月
９
日
、市
と
㈱
カ
ス
ミ
は
「
災

害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
こ

の
協
定
は
、
被
災
者
を
救
援
す
る
た

め
の
物
資
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
調
達

し
、供
給
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

生
井
取
締
役
は
「
石
岡
市
の
人
た

ち
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

常
に
想
定
外
の
事
態
を
意
識
し
な
が

ら
対
応
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
現
在
、
市
が
結
ん

で
い
る
災
害
時
応
援
協
定
は
29
件
に

な
り
ま
し
た
。　

広報いしおか９月１日号  №２３８　　６



争の記憶を風化させない戦

　

戦
争
の
悲
惨
さ
、
命
の
尊
さ
を

学
び
伝
達
す
る
中
学
生
に
よ
る
平

和
大
使
。
７
月
24
日
、
市
内
６
校

の
中
学
校
か
ら
一
人
ず
つ
、
６
人

の
生
徒
が
選
出
さ
れ
石
岡
市
中
学

生
平
和
大
使
派
遣
事
業
の
結
団
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

石
岡
中
の
吉
川
芽
生
さ
ん
は
「
広

島
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
感
じ
る

こ
と
で
、
将
来
の
平
和
づ
く
り
の

礎
い
し
ず
えに
し
た
い
」
と
力
強
い
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　

平
和
大
使
は
８
月
５
～
７
日
の
３

日
間
、
広
島
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、石
岡
運
動
公
園
で「
第

７
回
全
国
理
美
容
学
生
技
術
大
会
」

の
関
東
地
区
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

理
容
・
美
容
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
部

門
な
ど
に
分
か
れ
、
制
限
時
間
内
に

自
分
の
考
え
た
髪
型
や
デ
ザ
イ
ン

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
参
加
し
た
岡
崎

生み
す
ず紗

さ
ん（
茨
城
理
容
美
容
専
門
学
校
）

は
「
練
習
の
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
人
を
美
し
く
幸
せ
に
す
る
」
技

術
を
日
々
磨
い
て
い
る
学
生
の
皆
さ

ん
。
同
校
か
ら
は
７
人
の
学
生
が
11

月
の
全
国
大
会
に
進
み
ま
す
。

▲強い決意を抱く平和大使と温かい眼差しで見送る保護者

国への切符
ー理美容甲子園を目指してー全

▲約 550 人の学生が、それぞれの技術を競います

▲演劇でニセ電話詐欺の注意を呼びかけました 　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
暴
力
団
排

除
の
推
進
と
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
７
月
18
日
、
市
民
会
館
で
「
石

岡
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
市
民

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
同
大
会

は
、
市
・
石
岡
警
察
署
・
市
教
育
委

員
会
が
主
催
で
、
８
７
０
人
が
参
加
。

　

参
加
者
は
暴
力
団
排
除
活
動
の
推

進
を
宣
言
。
結
束
を
深
め
る
と
と
も

に
、
エ
ン
ゼ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
の
事
例

紹
介
を
通
し
て
防
犯
面
の
強
化
も
図

り
ま
し
た
。

中　心街にお化け屋敷が出現 安　全・安心なまちづくり　

　

７
月
25
日
～
８
月
５
日
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
の
た
め
、
今
年
も
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
お
化
け
屋
敷
が

開
か
れ
ま
し
た
。
場
所
は
ま
ち
か
ど

情
報
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
。
段
ボ
ー

ル
や
布
な
ど
、
身
近
に
あ
る
も
の
で

子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
仕
掛
け
を
作

り
出
し
、
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

　

ひ
ん
や
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
楽

し
も
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
「
ま
ち

な
か
が
寂
し
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
が

聞
こ
え
て
と
て
も
い
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
し
た
。

７　　広報いしおか９月１日号  №２３８
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第
48
回
石
岡
市
文
化
祭

▼
詳
し
く
は
、
広
報
い
し
お
か
10
月

１
日
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
４
日
（
日
）
～
11
月
18

日
（
水
）
の
土
・
日
を
中
心

場
所
／
市
民
会
館
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

合
併
10
周
年
記
念
お
宝
発
見
ツ
ア
ー

▼
普
段
は
見
ら
れ
な
い
照
光
寺
所
有

の
市
指
定
文
化
財
の
仏
画
な
ど
貴
重

な
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
か
ら

※
常
陸
風
土
記
の
丘
駐
車
場
集
合
。

昼
食
持
参
の
上
、
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
員
／ 

60
人
（
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
９
月
24
日
（
木
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
お
宝
発
見
ツ

ア
ー
参
加
希
望
」
と
書
き
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
人

数
（
１
枚
で
２
人
ま
で
）
を
明
記
し

て
郵
送
で
申
し
込
み

※
必
ず
ハ
ガ
キ
に
２
人
分
の
必
要
事

項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

〒
３
１
５‒

０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０‒

１

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
３
）

第
２
回
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
教
室

▼
理
学
療
法
士
に
よ
る
膝
痛
予
防
の

た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
／
10
月
９
・
16
・
23
・
30
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
心

疾
患
が
な
く
医
師
か
ら
運
動
を
制
限

さ
れ
て
い
な
い
人

定
員
／
30
人
（
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
９
月
７
日
（
月
）
～
11
日

（
金
）
に
直
接
ま
た
は
電
話
申
し
込
み

通
知
方
法
／
申
込
者
全
員
に
参
加
の

可
否
を
文
書
で
通
知

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

平
成
28
年
度
防
衛
大
学
入
学
試
験

受
付
期
間
／
９
月
５
日（
土
）～
30
日（
水
）

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

人
（
高
卒
見
込
み
を
含
む
）

種
目
／
防
衛
大
学
校
・
第
一
次
試
験

／
11
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

種
目
／
看
護
学
科
学
生
・
第
一
次
試

験
／
10
月
17
日
（
土
）

種
目
／
医
学
科
学
生
・
第
一
次
試
験

／
10
月
31
日
（
土
）・
11
月
１
日
（
日
）

学
生
手
当
／
10
万
９
４
０
０
円

※
期
末
手
当
は
年
２
回
、
衣
食
住
は

貸
与
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
総
務
課
（
内
線
２
５
４
）

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土
浦

地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

石
岡
市
・
小
美
玉
市

就
職
説
明
会
の
参
加
企
業

▼
就
職
説
明
会
に
参
加
す
る
（
平
成

28
年
度
に
採
用
予
定
の
あ
る
県
内
に

事
業
所
を
有
す
る
）
企
業
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

対
象
／
平
成
28
年
３
月
、
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
な
ど
、
高
校
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
石
岡
・
土
浦
・
笠
間
・
水
戸
管
内
な
ど
）

卒
業
見
込
み
、
未
就
職
の
人
（
お
お
む

募

集

情報ネット
ワーク

information

イ

ベ

ン

ト

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【7/ 31 現在】
・発生件数　　　152 件    （‒34）
・死 者 数　　　1 人            （0）
・負傷者数　　　204 人    （‒50）
・物損事故　　　1085 件（+60）
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ
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ね
既
卒
３
年
以
内
で
高
卒
を
除
く
）

申
込
期
間
／
９
月
７
日（
月
）～
30
日（
水
）

募
集
数
／
30
社
程
度

注
意
／
石
岡
市
か
小
美
玉
市
内
に
事

業
所
の
あ
る
企
業
の
み
、
高
校
生
へ
の

面
接
が
で
き
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
企
業

は
企
業
説
明
の
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
商
工
課
（
内
線
４
８
３
）

ご
推
薦
く
だ
さ
い
菊
地
四
郎
顕
彰

▼
市
で
は
、
菊
地
四
郎
顕
彰
基
金
規

則
に
基
づ
き
「
よ
い
子
よ
い
母
及
び

よ
い
勤
労
青
少
年
」「
地
域
の
活
動

等
を
通
じ
て
連
帯
意
識
の
向
上
等
に

功
績
の
あ
っ
た
少
年
少
女
の
団
体
」

「
善
行
者
」「
中
学
生
」
な
ど
の
顕
彰

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

周
り
の
模
範
と
な
る
人
を
ご
推
薦
く

だ
さ
い
。

推
薦
締
切
／
９
月
30
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
社
会
福
祉
課　
（
内
線
１
５
６
）

第
２
回
い
き
い
き
活
動
事
業

▼
高
齢
者
の
外
出
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
、
観
光
ガ
イ
ド
と
文
京
区
を
巡

る
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
26
日
（
月
）
午
前
８
時

10
分
イ
ベ
ン
ト
広
場
集
合　

対
象
／
外
出
困
難
・
意
欲
の
低
下
し

て
い
る
65
歳
以
上
で
２
～
３
㎞
歩
く

こ
と
が
で
き
る
人
、
高
齢
者
を
支
援

す
る
人

定
員
／
20
人
（
初
参
加
者
を
優
先
、

申
込
者
１
人
に
つ
き
１
人
ま
で
付
き

添
い
者
同
行
可
）

参
加
費
／
無
料
（
施
設
利
用
料
、
昼

食
料
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法
／
９
月
７
日
（
月
）
～
18
日

（
金
）
に
直
接
ま
た
は
電
話
申
し
込
み

注
意
／
年
度
内
１
人
１
回
の
み
の
参

加
で
す
。
た
だ
し
付
き
添
い
者
と
し

て
の
参
加
は
可
能
。

※
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
の

対
象
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
０
６
）

９
月
は
茨
城
県

　
　
　
　

認
知
症
を
知
る
月
間

▼
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
1
～
3
を
実
施
し
ま
す
。

※
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
の

対
象
で
す
。

1
家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

日
時
／
９
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時

～
正
午

内
容
／
脳
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
、
血
管
年

齢
・
骨
密
度
測
定
、
口
腔
・
健
康
・

お
薬
相
談
会
（
お
薬
手
帳
持
参
）

※
当
日
は
福
祉
や
医
療
の
専
門
職
が

集
合
し
て
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時
／
９
月
30
日
（
水
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

費
用
／
無
料

定
員
／
50
人
（
先
着
）

3
あ
ん
し
ん
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

　

み
ん
な
で
楽
し
く
脳
力
ア
ッ
プ

▼
早
め
に
認
知
症
予
防
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
10
月
１
日
（
木
）・
11
月
４

日
（
水
）・
12
月
１
日
（
火
）・
１
月

14
日
（
木
）・
２
月
９
日
（
火
）
午

後
１
時
30
分
（
全
５
回
）

※
12
月
１
日
の
み
午
後
２
時
か
ら
。

参
加
費
／
無
料

定
員
／
35
人
（
抽
選
）

申
込
締
切
／
９
月
15
日
（
火
）
ま
で

注
意
／
前
期
（
５
～
10
月
）
の
受
講

者
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

1
～
3
共
通
事
項

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話
申
し

込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

認

知

症

月

間

10 月１日　乗り継ぎ廃止　
石岡市乗合いタクシーが便利に

▶今までは、石岡・八郷地区を行き来
する場合「ふれあいの里石岡ひまわ
りの館」での乗り継ぎが必要でした。
10 月１日（木）からは、乗り継ぎが
廃止され直接行き来することができる
ようになります。運行日時、予約方法、
乗車料金などは従来のままです。乗車
には事前登録が必要です。
　詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ
市社会福祉協議会　☎ 22‒2411
1 政策企画課（内線 223）

９　　広報いしおか９月１日号  №２３８

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給

▼
在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の

介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
に
支
給
し

ま
す
。

対
象
／
次
の
①
～
③
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
す
る
人

①
７
月
31
日
現
在
、
介
護
保
険
法
の

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
（
相
当
す
る

人
を
含
む
）
に
認
定
さ
れ
た
被
介
護

者
と
同
居
し
、
常
時
介
護
し
て
い
る

人
②
市
民
税
非
課
税
世
帯
③
対
象
と

な
る
被
介
護
者
が
、
平
成
26
年
８
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
７
月
31
日
の
間

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
世
帯
（
一
週
間
ま
で
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
除
く
）

申
請
期
間
／
９
月
１
日
（
火
）
～
30

日
（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
請
場
所
／
市
役
所
高
齢
福
祉
課
、

支
所
市
民
窓
口
課
に
直
接
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ　

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

石
岡
の
お
ま
つ
り
期
間

ご
み
の
収
集
時
間
が
早
く
な
り
ま
す

▼
９
月
21
日
（
月
）
は
、
石
岡
の
お

ま
つ
り
の
交
通
規
制
に
か
か
る
次
の

地
区
で
は
、
当
日
午
前
７
時
ま
で
に

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区
／
府
中
一
・
二
丁
目
、
若

宮
一
丁
目
、
総
社
一
・
二
丁
目
、
国

府
一
～
七
丁
目

注
意
／
お
ま
つ
り
期
間
中
、
各
町
内

か
ら
出
る
巡
行
時
や
会
所
の
ご
み
は

分
別
し
て
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

犬
を
飼
う
と
き
は
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

▼
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
必
ず
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

犬
の
放
し
飼
い
は
大
変
危
険
な
行

為
で
す
。
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
で

遊
ば
せ
る
時
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ

け
、
飼
い
主
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
散
歩
の
時
の
ふ
ん
は

必
ず
持
ち
帰
り
、
尿
を
さ
せ
る
と
き

は
他
の
人
の
家
や
塀
な
ど
を
避
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

適
正
な
空
き
地
の
管
理
を

▼
空
き
地
の
雑
草
な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
雑
草
が
繁

茂
す
る
と
害
虫
が
発
生
し
た
り
、
不

法
投
棄
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
付
近
に
住
ん
で
い
る
人

に
と
っ
て
、
防
犯
上
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
土
地
の
所
有
者
は
定
期
的

に
見
回
り
や
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
７
）

９
月
１
日
は
防
災
の
日

▼
「
防
災
の
日
」
を
含
む
１
週
間
は

「
防
災
週
間
」
で
す
。
台
風
・
大
雨
・

洪
水
・
地
震
な
ど
様
々
な
災
害
の
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

備
蓄
品
の
点
検
や
避
難
所
の
確
認
、

家
族
な
ど
と
の
連
絡
方
法
の
再
確
認
、

こ
ま
め
な
車
の
給
油
な
ど
、
日
常
生

活
の
中
で
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
防
災
情
報
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
８
）

９
月
９
日
は
救
急
の
日

▼
救
急
の
日
を
含
む
一
週
間
は
救
急

業
務
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た

め
の
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急
処
置
を

情報ネット
ワーク

information

お

知

ら

せ

「ぼうさいいしおか」
防災行政無線自動応答
　　　　　　テレホンサービス
24 時間以内に放送された防災
行政無線の放送内容を確認でき
ます。
☎ 0120‒99‒6907
（通話無料）

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ
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知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
応
急
手
当

な
ど
は
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

☎
２
３
・
０
１
１
９

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

許
可
が
必
要
で
す

▼
は
り
紙
・
立
て
看
板
・
広
告
板
な

ど
の
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
た
め

に
は
原
則
市
長
の
許
可
が
必
要
で

す
。
種
類
ご
と
に
許
可
期
間
が
定
め

ら
れ
、
満
了
後
は
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
許
可
期
間
が
切
れ
た
広

告
物
は
除
去
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
９
２
）

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ウ
ラ
ラ
ビ
ル
業
務
再
開

▼
土
浦
市
役
所
の
移
転
に
伴
う
改
修

工
事
の
た
め
、
平
成
26
年
４
月
よ
り

一
部
業
務
を
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
９
月
24
日
（
木
）
か

ら
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
に
て
業
務
を
再
開
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
１
１
０
１

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談

▼
暴
行
、
虐
待
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
人

権
侵
害
の
相
談
を
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

期
間
／
９
月
７
日（
月
）～
13
日（
日
）

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
（
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

相
談
番
号
／

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０

▼
緊
急
で
は
な
い
が
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
る
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
に
は
女
性
警

察
官
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
番
号
／
＃
９
１
１
０

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
は
、
警
察
本

部
☎
０
２
９
・３
０
１
・０
１
１
０
、
女

性
警
察
官
の
対
応
を
希
望
す
る
場
合

は
☎
０
２
９
・３
０
１
・８
１
０
７
へ
。

相

談

１１　広報いしおか９月１日号  №２３８

▶クーポン券 1 枚につき、紙おむつ 1 袋と交換
できるすくすく赤ちゃんクーポン券事業が 9 月 1
日から始まります。

支給対象者／ 9 月 1 日現在、市内在住で、４月
１日以降に生まれた 0 歳児の保護者
配布枚数／最大 20 枚
支給方法／ 14 月 1 日～ 8 月 31 日生まれの乳
児の保護者
・４か月健診受診時に 20 枚
29 月 1 日以降に生まれた乳児の保護者
・こんにちは赤ちゃん訪問（乳児全戸訪問）で
10 枚・４か月健診受診時 10 枚
3 他市町村から転入され、市の 4 か月健診を受
けない乳児の保護者
・各保健センターで 10 枚
※利用申込書の記入があります。印鑑をご用意

ください。
有効期限／配布の日から 1 歳の誕生日前月末日
まで
取扱店／ドラックくぼた泉町店 
・ドラックくぼた若松店 
・ホームセンター山新石岡店 
・マツモトキヨシ八郷店 
・ウエルシア石岡杉並店
・ウエルシア石岡東光台店 
・ウエルシア石岡八郷店
※８月５日までに申し込みのあった店舗
対象商品 ／パンパース・メリーズ・ムーニー・
マミーポコ・グーン・GENKI の 6 商品
※店舗によっては、交換できる商品・サイズが
異なります。詳しくは市ホームページでご確認く
ださい。

■問い合わせ　1 こども福祉課（内線 172）

すくすく赤ちゃんクーポン券　

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



七夕まつり
　石岡市御幸通り商店街振興組合主催。「ま
ちで遊ぶ ・まちを楽しむ」をテーマに、御
幸通りで毎年行われています。
　五色の短冊に願いごとを書いて飾った
り、市内高校・専門学校生によるイベント、
地酒まつりも行われました。

７.25

小
幡
の
お
ま
つ
り

　

八
坂
神
社
の
祭
礼
。
７
月
の
第
３

土
曜
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
地
元
の
人
た
ち

が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
、
元
気
な
か

け
声
と
と
も
に
山
車
を
引
く
姿
が
印

象
的
で
し
た
。　

７.18・19

柿岡のおまつり
　八坂神社の祭礼。７月の第４土曜・日曜
日に行われています。
　館獅子と荒宿のささらが神

み こ し

輿の露払いを
行った後、各町内による神輿渡御、6 台の
山車が町内を巡行しました。
　今年は本祇園で、柿岡からくり人形も披
露され、まちは多くの見物客でにぎわいま
した。

７.25・26

三
村
の
お
ま
つ
り

　

三
村
須
賀
神
社
の
祭
礼
。
７
月
の

第
３
土
曜
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

二
日
目
の
夜
、
お
神
輿
が
巡
行
を

終
え
、
神
社
に
か
え
ろ
う
と
す
る
と

こ
ろ
を
石
段
で
先
輩
の
担
ぎ
手
が
待

ち
受
け｢

ま
だ
ま
だ
か
え
る
の
は
早

い
」
と
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
や
り
と

り
を
見
よ
う
と
、
多
く
の
見
物
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

７.25・26

▲本祇園には幌がまちを彩ります

▲神社にかえろうとする神輿が先輩の担ぎ手に戻さ
れ、やっとの思いで神社の境内にたどり着きます

▲短冊に願いを込めて。願いよ、天まで届け

▲子どもたちにとって待ちに待っ
たおまつり。浴衣姿も目立ちます

石岡の　　　　
　　各地で
にぎわった
　　　　おまつり

　７月の第３・４週の土日、市内各地
でおまつりが行われました。
　おまつりには地域の特色がありま
す。そこでは人と人とのつながりや、
そこに息づく地域の文化を感じ取るこ
とができます。

広報いしおか９月１日号  №２３８　１２



　

７
月
下
旬
に
佐
賀
県
の
佐
賀
東
部

水
道
企
業
団
を
訪
れ
ま
し
た
。
企
業

長
の
柳
川
和
政
さ
ん
は
た
い
へ
ん
見

識
の
高
い
方
で
、
50
年
先
を
見
越
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
、
実
践
し
て
い

ま
し
た
。
水
道
事
務
所
の
最
上
階
の

窓
か
ら
筑
後
川
が
す
ぐ
そ
ば
に
見
え

ま
す
。 

「
川
の
対
岸
は
、
柳
川
市
で
す
か
」　

　

私
は
あ
る
人
物
を
思
い
出
し
て
柳

川
企
業
長
に
訊
き
ま
し
た
。 

「
そ
う
で
す
、
何
か
？
」 

「
広
松
伝
さ
ん
と
い
う
知
人
が
い
た

の
で
す
が
、
数
年
前
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
て
…
…
」 

「
お
お
！　

私
が
ず
い
ぶ
ん
と
お
世

話
に
な
っ
た
方
で
す
よ
」
と
企
業
長

は
う
れ
し
そ
う
に
答
え
ま
し
た
。 

　

後
日
、
柳
川
企
業
長
は
そ
の
ブ
ロ

グ
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
今
泉
市
長
は
柳
川
市
の
水
の
会
の

初
代
会
長
だ
っ
た
広
松
伝
氏
と
は
旧

知
の
間
柄
だ
っ
た
と
聞
き
「
縁
」
を

感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
広
松
氏
こ
そ
が
今
の
柳
川
の
掘
割

の
再
生
の
立
役
者
で
あ
り
水
観
光
の

生
み
の
親
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
次
に
お
会
い
す
る
と
き
に
は

ゆ
っ
く
り
と
広
松
さ
ん
を
偲
ぶ
話
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」 

　

月
末
に
は
、
歴
史
の
ま
ち
の
サ

ミ
ッ
ト「
全
史
協
関
東
地
区
協
議
会
」

が
石
岡
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
関

東
一
円
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
、
市

内
の
史
跡
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　

総
会
が
始
ま
る
前
の
わ
ず
か
な
時

間
を
活
用
し
、
私
は
来
賓
の
川
越
市

長
や
国
分
寺
市
長
ほ
か
数
名
の
希
望

者
に
、
石
岡
小
学
校
周
辺
の
史
跡
を

見
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

「
う
ー
ん
、
歴
史
が
濃
い
で
す
ね
。

関
東
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
歴
史
の
ま
ち

で
あ
る
こ
と
が
、実
感
で
き
ま
し
た
」

　

陣
屋
門
か
ら
府
中
城
土
塁
や
国
庁

跡
、
藤
原
宇
合
へ
の
歌
碑
、
ふ
る
さ

と
歴
史
館
な
ど
を
見
て
、
そ
ん
な
感

想
が
き
か
れ
ま
し
た
。
地
元
に
い
る

と
何
気
な
い
も
の
で
も
、
新
鮮
な
目

で
見
る
と
そ
の
価
値
を
敏
感
に
感
じ

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
二
日
後
に
は
将
棋
の
ま
ち

天
童
市
で
、
地
元
の
山
本
信
治
市
長

ほ
か
、
地
域
お
こ
し
に
心
を
砕
く
野

田
市
長
や
牧
ノ
原
市
長
な
ど
と
懇
談

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
石
岡
市

は
ふ
る
さ
と
納
税
で
関
東
一
位
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
は
広
い

も
の
で
天
童
市
は
日
本
一
で
す
。
山

本
市
長
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
昨
年
度

の
寄
附
額
は
全
国
で
５
位
で
し
た

が
、
今
年
は
２
か
月
間
で
６
億
円
を

超
え
て
全
国
ト
ッ
プ
。
雹
害
に
あ
っ

た
リ
ン
ゴ
や
ラ
フ
ラ
ン
ス
を
返
礼
品

に
加
え
、将
棋
の
駒
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

高
級
家
具
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。 

　

工
夫
に
工
夫
を
重
ね
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
が
、
改
め
て
全
国
に

は
地
域
の
た
め
に
心
血
を
注
ぐ
人
物

が
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
九
州

か
ら
東
北
へ
と
、
お
会
い
し
た
人
々

の
心
に
触
れ
て
自
分
自
身
に
も
熱
い

も
の
が
灯
っ
た
夏
で
し
た
。

市
長
日
記
⑲

８
月
10
日
（
月
）

地
域
を
耕
す
人
た
ち

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

７
月
22
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
14

男
女
共
同
参
画
推
進
の
ま
ち
づ
く
り

　
◎
団
体

　
石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト

　

参
加
者
は
10
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
は
、食
・

子
育
て
・
国
際
交
流
・
情
報
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
動
し
な
が
ら
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

市
長
か
ら
は
、
人
口
減
少
問
題
に
対

す
る
考
え
や
全
国
市
長
会
参
加
の
報

告
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
現
状
も
含
め

て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲地域のために、社会を明るくする運動も行っています

１３　広報いしおか９月１日号  №２３８

開催地区

開催団体

募集中 !

　　　石岡ハーモニーネットからの意見

・働く女性にとって保育所から学童保育に至るまで
　保育政策の充実が不可欠。特に病児保育の対応を。
・子どもたちにとって「本が身近にあること」はと
　ても大切なこと。図書館内のスペース確保・学校
　図書室運用検討を。
・小さくても身近に公園があれば子どもたちが遊        
　べる。空き家が問題になっているので、空き地に
　すれば遊び場になるのでは。
・一人親の支援制度があるが、婚姻歴の有無で不平
　等がある。現状を把握し政策の検討材料に。
・生涯現役プラチナ応援事業の運用を再検討し、参
　加するための交通手段の確保が必要。
・制度の周知・普及のため、市職員が率先して育児
　休暇を取得する環境をつくるべき。
■申し込み・問い合わせ　
秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 212）



         

   

９
月 

健
康
診
査（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所　

・
28
日
（
月
）
／
恋
瀬
地
区
公
民
館

・
29
日
（
火
）  

／
瓦
会
地
区
公
民
館

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時

     

総
合
健
診
（
石
岡
地
区
）

　

希
望
に
よ
り
健
康
診
査
・
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
検
査
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時
／
10
月
１
日（
木
）・
２
日（
金
）・

３
日
（
土
）
午
前
７
時
～
10
時
30
分

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
９
月
７
日
（
月
）
～
11

日
（
金
）
に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
。
１
日
の
定
員
が
２
５
０

人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

   
石
岡
地
区

   
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

日
時
／
10
月
21
日（
水
）・
22
日（
木
）・

23
日（
金
）・
24
日（
土
）・
25
日（
日
）・

26
日
（
月
）
午
後
０
時
20
分
～
１
時

10
分

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
９
月
24
日
（
木
）
か
ら

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

子
宮
が
ん
１
０
０
人
、
乳
が
ん
50
人

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
１
度

の
検
査
と
な
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
検
診
を
希
望
す
る

人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。《
発
行
期

間
》平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）ま
で
、

有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら
１
か
月
。

   

要
件
該
当
で
負
担
金
が
無
料

▼
健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
～
③

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
保
護
者
②
当
該
年
度
分

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
）
③
障
が
い
の
重
度

判
定
者
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

   

口
腔
が
ん
検
診
・
歯
科
健
診

日
時
／
９
月
25
日
（
金
）
午
前
８
時

～
11
時

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
40
歳
以
上

内
容
／
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

察
・
視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導

申
込
方
法
／
９
月
７
日
（
月
）
～
11

日
（
金
）
に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
。
１
日
の
定
員
が
80
人
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

   

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

▼
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
支
援
す

る
た
め
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭
に

行
っ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
出
生
届

と
一
緒
に
「
出
生
連
絡
票
」
を
市
役

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
健
師

な
ど
が
訪
問
し
、
体
重
の
計
測
や
健

診
、
予
防
接
種
の
案
内
を
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
や
育
児
の
こ

と
、
お
母
さ
ん
の
心
配
な
こ
と
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
、
保
健
師
か
ら
訪
問
日
時

な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

９
月
は

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

▼
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
自
殺
に
つ
い
て
の
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
、
正
し
い
知
識
を
普
及
啓

発
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
か
ら
一
週
間
（
16
日
ま
で
）
は
、

自
殺
予
防
週
間
で
す
。
こ
こ
数
年
全

国
の
自
殺
者
は
３
万
人
を
下
回
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
多
く
の
人
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
お
り
、
石
岡
市
で

も
毎
年
自
殺
者
が
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
が
「
気
付

く
」こ
と
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
大
切
な
人
の
変
化
に
気
付

い
た
ら
、
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の

　
　
　ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

▼
県
で
は
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾

患
や
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
日
☎
０
２
９
・
２
４
４
・
０
５
５
６

土
日
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　

０
１
２
０
・
２
３
６
・
５
５
６

相

　談

 

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

こころといのちの電話相談
毎月第２火曜日
午前９時～正午、
午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

健診項目 受診料個人負担金
子宮がん検診
（20 歳以上）

1,540 円
（70 歳以上無料）

乳
が
ん
検
診

超音波 
（30 ～ 65 歳） 1,020 円

マンモグラフィ
（40 ～ 49 歳） 1,540 円

マンモグラフィ
（50 歳以上）

1,020 円
（70 歳以上無料）

広報いしおか９月１日号  №２３８　１４



第
９
回
石
岡
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

優　

勝　

佐
藤
仁

準
優
勝　

大
図
英
明

第
３
位　

井
坂
昌
文

女
子
の
部
・
優　

勝　

櫛
田
ハ
ル
子

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯
剣
道
大
会

６
月
27
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

３
年
生
以
下
の
部

優　

勝　

窪
田
陽
斗
・
準
優
勝　

笹

目
洵
耶
・
第
３
位　

鈴
木
健
太
郎
・

田
能
功
清

４
年
生
の
部

優　

勝　

飯
田
悠
太
・
準
優
勝　

笹

目
聖
耶
・
第
３
位　

井
上
樹
愛
良

５
年
生
の
部

優　

勝　

小
島
涼
花
・
準
優
勝　

田

村
陸
人
・
第
３
位　

金
子 

廉

６
年
生
の
部

優　

勝　

井
坂
未
央
・
準
優
勝　

小

松
崎
弘
哉
・
第
３
位　

岡
﨑
正
樹

団
体
の
部

優　

勝　

林
少
年
剣
道
教
室
Ａ
・
準

優
勝　

石
岡
東
剣
友
会
・
第
３
位　

高
浜
剣
道

第
15
回
石
岡
市
近
隣

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
月
28
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
一
部

第
１
位　

石
岡
北
ク
ラ
ブ

団
体
二
部

第
１
位　

中
央
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

第
２
位　

石
岡
恋
南
ク
ラ
ブ
Ａ

第
３
位　

石
岡
恋
南
ク
ラ
ブ
Ｂ

個
人
戦

第
１
位　

大
作
・
飯
塚
組
（
八
郷
ク

ラ
ブ
）・
第
２
位　

松
尾
・
大
山
組（
玉

里
ク
ラ
ブ
）・
第
３
位　

小
松
・
井

川
組
（
八
郷
ク
ラ
ブ
）

石
岡
市
長
杯
野
球
大
会

６
月
７
・
14
・
21
・
28
日
・
柏
原
野

球
場
、
染
谷
球
場

優　

勝　

チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
プ
ス

準
優
勝　

遊
遊

第
３
位　

ゲ
ッ
ツ
・
ラ
ス
タ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

７
月
４
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
の
部

優　

勝　

東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

準
優
勝　

恋
南
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

第
３
位　

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ク
八
郷

女
子
の
部

優　

勝　

東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｂ

準
優
勝　

東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ

第
３
位　

南
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ

第
６
回
石
岡
市
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

７
月
10
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目
的

広
場

男
子
の
部

優　

勝　

川
崎
保
・
準
優
勝　

鈴
木

實
・
第
３
位　

小
澤
保

女
子
の
部

優　

勝　

小
松
崎
か
ね
子
・
準
優
勝

田
崎
貞
子
・
第
３
位　

竹
内
勝
子

６
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
４
日
・
月
例
大
会

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
２
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

６
月
19
日
・
ヘ
ル
シ
ー
県
大
会

優　

勝　

石
岡
チ
ー
ム

第
10
回
石
岡
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

７
月
５
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
女
混
合
の
部

優　

勝　

グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ

敢
闘
賞　

エ
ル
エ
ル

努
力
賞　

Ｍ
ウ
ェ
ー
ブ
Ｃ

来
年
も
参
加
し
ま
賞　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス

女
子
の
部

優　

勝　

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｌ
Ｅ

準
優
勝　

葦
穂
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

第
３
位　

Ｊ
Ａ
や
さ
と

第
10
回
石
岡
市
長
杯

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

男
子
の
部

優　

勝　

塚
田
政
吉
・
準
優
勝　

菊

地
昭
・
第
３
位　

鴻
巣
博
志

女
子
の
部

優　

勝　

小
田
倉
ふ
く
・
準
優
勝　

鈴
木
敏
子
・
第
３
位　

高
橋
ち
が
子

スポーツ情報
石岡運動公園　　　　　 ☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　 ☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　 ☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所　☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　 ☎ 43-6884
※柏原野球公園の FAX 番号が変わり
ました。

（旧）23‒8158 →（新）56‒5115

結　

果

ー会員募集　体育協会団体紹介 13 ー 
　軟式野球部
　
　

　26 チームが登録している軟式野球部連
盟。連盟に入ると、体育協会長杯、市長杯、
連盟会長杯などの大会に参加することがで
きます。社会人であることが条件以外、チー
ムのメンバーは多種多様。高校ＯＢや会社
の仲間、飲み友達なんていうチームも。
　野球に親しんでもらおうと中学生の野球
大会も開催して、審判なども務めています。
　チームを作り、大会に参加したいという
人はぜひご連絡ください。
■ 問い合わせ
石岡市軟式野球連盟 事務局 小川
☎ 26‒7210

▲石岡市体育協会ゴルフ部金澤部長（写
真右）より大会時のチャリティー４万
6,425 円が市に寄附されました。
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佐
竹
氏
の
軌
跡

「
奥
七
郡
か
ら
の
出
発
」
展

日
に
ち
／
９
月
１
日
（
火
）
〜
16
日

（
水
）

主
催
／
常
陸
佐
竹
研
究
会
・

　
　
　

石
岡
歴
史
塾

「
大
掾
氏
と
佐
竹
氏
」

〜
府
中
を
め
ぐ
る
攻
防
〜

日
時
／
９
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

講
師
／
常
陸
佐
竹
研
究
会　

　
　
　

会
長　

冨
山
章
一
氏

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
あ

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
す
。
初
め

て
の
方
大
歓
迎
で
す
。

日
時
／
９
月
４
日
（
金
）、25
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
、
午
後
３
時
〜
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

▼
９
月
19
日
（
土
）
〜
21
日
（
月
・

祝
）
の
期
間
は
、
開
館
し
て
い
ま
す

が
、
通
常
の
業
務
を
休
み
ま
す
。

　

17
日
（
木
）
〜
24
日
（
木
）
は
休

館
。
25
日
（
金
）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

※
17
日
〜
24
日
ま
で
は
、
自
動
交
付

機
を
停
止
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

９月のコミュニティ

ギャラリー

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。

　今
月
の
サ
ン
ド
市
は
石
岡
の

お
ま
つ
り
の
た
め
お
休
み

日
時
／
第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

心
と
身
体
の
健
康
相
談

　毎
週

水
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時

折
り
紙
教
室　

26
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ま
ち
の
保
健
室

　第
３
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

※
石
岡
の
お
ま
つ
り
の
た
め
お

休
み

ち
り
め
ん
小
物　

９
月
５
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市はお休み

まちかど学習会

掘り出しモノがあるかも !?

地域の元気の
出発点

－協働で取り組む現場から－
弓弦地区４班の道普請
レポートNo.4

▲夏の日差しを受けながらの作業の合間に 1枚 ■問い合わせ
まちづくり協働課
☎ 23‒1111（内線 142）

毎月第１水曜日の午前 10 時からは
　　　　　　　　　まちかどバザール開催中！

パソコン教室おまつり期間の休館日

▲舗装作業を始める前
は砂利道

▲息の合った作業が続き
ます

▲コンクリートが流される
と一斉に伸ばしていきます

▲凸凹をなくすようにき
れいに仕上げます

普
請
と
書
い
て「
み
ち
ぶ
し
ん
」。

こ
れ
は
地
区
の
道
路
の
修
復
や

道
路
に
せ
り
出
し
た
木
枝
払
い
な

ど
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の

共
同
作
業
の
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く

都
会
の
人
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な

い
も
の
で
す
が
、
市
に
は
、
こ
の
共

同
作
業
が
各
地
に
残
り
、
現
在
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
11
日
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
に
ほ

ど
近
い
弓
弦
地
区
で
道
普
請
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
田
ん
ぼ
沿

い
の
道
の
舗
装
作
業
。
地
区
で
行
う

道
普
請
に
は
、
市
か
ら
舗
装
材
料
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

弓
弦
地
区
で
は
、
道
路
の
修
復
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
山
の
管

理
も
し
て
い
ま
す
。
最
近
人
気
が
高

ま
っ
て
い
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
の

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
弓
弦
の

山
。普
段
か
ら
山
の
草
刈
り
を
行
い
、

大
会
時
に
は
地
区
の
皆
さ
ん
で
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
へ
の
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
行
っ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
か
ら
参

加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
か
ら
は
「
走

り
や
す
く
眺
め
が
良
い
し
、
何
よ
り

地
元
の
方
の
応
援
が
温
か
い
」
と
好

評
で
す
。

　

弓
弦
に
暮
ら
す
人
の
思
い
と
行
動

が
、
人
を
惹
き
つ
け
る
地
域
を
つ
く

り
始
め
て
い
ま
す
。

道
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フランス人留学生　
石岡で３週間日本語・日本文化を学ぶ

かく迎えてくれた皆さ
んに感謝したい。今回の
滞在を通して、自然と
の調和を大切にする日
本の心を学ぶことがで
きました」と振り返り
ました。

「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
石
岡
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
だ
わ
り

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　今
回
は
、
石
岡
市
に
残
る
看
板
建

築
の
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

て
、
お
祭
り
衣
装
や
和
小
物
を
扱
う

「
す
ず
め
や
」
を
営
む
櫻
井
美
保
菜

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
石
岡
市
で
お
店
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

櫻
井
さ
ん

　石
岡
で
お
店
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
人
の
縁
が
あ
っ

て
の
こ
と
。
市
外
で
輸
入
雑
貨
店
を

開
い
て
い
ま
し
た
が
「
石
岡
で
、
お

店
を
始
め
て
み
た
ら
」
と
お
声
か
け

い
た
だ
い
た
こ
と
が
最
初
の
き
っ
か 櫻

井

　美
保
菜
さ
ん
（
す
ず
め
や
）

け
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
店
舗
選
び
か

ら
内
装
工
事
ま
で
、
地
元
の
方
た
ち

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
祭
り
で
着
る
ダ
ボ
シ
ャ
ツ
作
り
な

ど
も
、
周
り
の
声
に
後
押
し
さ
れ
て

始
め
ま
し
た
。
元
々
は
海
外
の
雑
貨

を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
自

分
が
お
祭
り
衣
装
や
和
小
物
を
作
る

と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
で
は
、
す
っ
か
り
江
戸
小
紋

（
※
）
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
江
戸
小
紋
…
細
か
い
模
様
を
単
色

で
染
め
る
日
本
の
型
染
の
一
つ
。

―
―
仕
事
の
や
り
が
い
は
、

何
で
す
か
。

櫻
井
さ
ん

　最
近
は
県
外

か
ら
の
発
注
も
増
え
、
石

岡
の
お
祭
り
の
時
期
に
限

ら
ず
、
年
間
を
通
し
て
作

業
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
。

そ
ん
な
中
、
期
日
通
り
に

納
品
し
た
時
の
お
客
様
の

笑
顔
が
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
ま
た
、
お
客
様
か
ら

依
頼
を
受
け
て
、
修
理
を

▲「昨日の自分を超えなければ、明日の自分にはなれな
い。日々の成長を大切に、より良いものを生み出してい
きたい」と作り手としての思いを語ります。

す
る
作
業
も
好
き
で
す
。
長
く
大
切

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
喜
び
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
に
と
っ
て
修
理
の

作
業
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
よ
う
な
も

の
。
直
す
過
程
で
、
い
つ
頃
作
っ
た

も
の
な
の
か
が
す
ぐ
に
分
か
り
ま

す
。
ま
る
で
、
当
時
の
自
分
に
出
会

う
よ
う
な
感
覚
で
す
よ
。

―
―
地
域
で
起
業
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

櫻
井
さ
ん

　一
人
で
も
味
方
が
い
れ

ば
大
丈
夫
だ
と
前
向
き
に
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
辛
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
自
分
を
励
ま
し
て

く
れ
る
周
囲
の
声
を
気
持
ち
の
支
え

に
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
石
岡
で
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

を
歓
迎
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　生
ま
れ
も
育
ち
も
石
岡
で
あ
る
櫻

井
さ
ん
。「
物
心
が
付
く
前
か
ら
お

祭
り
が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
石
岡
』

で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ

だ
わ
り
。
い
つ
か
海
外
に
も
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
夢
を
語

り
ま
し
た
。

　国際交流団体グローバルハーツは、毎年フラ
ンス人留学生受け入れ事業を実施しています。
今年 7 月に石岡市を訪れたのは 7 人の学生た
ち。3 週間のプログラムの中で、学生たちは、
日本語の学習に加えて、ホームスティや様々な
文化活動に参加しました。ホストファミリーと
して学生を受け入れた森田さんは「あっと言う
間の 3 週間でした。日本で学んだことを将来
に生かしてほしいですね」と期待。7 月 25 日に、
国府地区公民館で開催された日本語スピーチ発
表会で、学生のオードリーさんは「私たちを温

政策企画課
☎ 23-1111（内線 226）

ISHIOKA
  JOURNAL IS

H
IO

KA JOURN
A

L

「多様な文化を背景とした人々が互いの
文化を尊重しながら共に生きる社会（多
文化共生社会）」を目指して、様々な取
り組みを紹介します！

▲７月 10 日、市立林小学校
で行われた交流学習。フラン
ス版「だるまさんがころんだ」
の掛け声は、「アン・ドゥ・
トロワ・ソレイユ！」

◀ 7 月 25 日、スピーチ発表会。
感謝の気持ちを込めて「オー・
シャンゼリゼ」を歌う学生たち。
剣道、空手、ミュージックベル
など、ホストファミリーらと協
力して様々なパフォーマンスを
披露しました。
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時
憶記
の

文化振興課
シリーズ115

☎43-1111
（内線1324）

　

常
陸
國
總
社
宮
の
神
域
の
守
り
神

で
あ
る
随
神
像
。
江
戸
時
代
前
期
に

製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
石
岡
市
の
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
長

年
の
風
雨
な
ど
に
よ
り
劣
化
が
進
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
修
復

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

解
体
し
た
と
こ
ろ
、
像
の
胎
内
に

は
、
修
理
の
履
歴
を
記
し
た
墨
書
や

木
札
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
か
ら
、
延
宝
８
年
（
１
６
８
０
）

に
京
五
條
通
の
大
佛
師
「
寂
幻
」
に

よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
９
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
９
月
の
お
は
な
し
会
》

・
26
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
９
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

休館日

９月
７日
14日
16日

25日
28日

特
別
図
書
整
理
休
館
の

　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、中
央
図
書
館
・

中
央
公
民
館
・
東
地
区
・
城
南
地
区

公
民
館
図
書
室
が
休
館
・
休
室
に
な

り
ま
す
。

　

休
館
中
に
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
な

ど
を
返
却
す
る
場
合
は
、
中
央
図
書

館
の
玄
関
脇
に
あ
る「
返
却
ポ
ス
ト
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
の
図
書
は
、
壊
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
返
却
ポ
ス

ト
に
入
れ
ず
、
開
館
日
に
直
接
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
公
民
館
で
も
返
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ

Ｄ
は
中
央
公
民
館
の
み
）

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
講
座

「
ハ
ロ
ー
！
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

茨
城
県
近
代
美
術
館
か
ら
講
師
を

お
招
き
し
て
、
日
本
の
風
景
画
、
特

に
茨
城
の
風
景
画
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時

　
　
　

〜
３
時
15
分

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室　

　
　
　
（
参
加
費
無
料
）

講
師　

磯 

詩
子
氏
・
生
江 

教
代
氏

定
員　

50
人
（
先
着
）

申
込
方
法　

９
月
26
日
（
土
）
か
ら

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

読
書
記
録
が
で
き
ま
す
！

　

中
央
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
マ
イ
本
棚
」
か
ら
、
自
分
が
借
り

た
い
資
料
を
自
動
登
録
し
た
り
、
蔵

書
検
索
し
て
読
み
た
い
と
思
っ
た
本

休館期間
９月 16日（水）～ 25日（金）

貸出期間を延長
特別図書整理休館に伴い、９
月６日（日）から 15日（火）
までの貸出期間（雑誌は除く）
を３週間に延長します。

を
、
登
録
・
記
録
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
利
用
上
の
注
意
）

・
事
前
に
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
が
必

要
で
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
登
録
の
み
で
、

携
帯
電
話
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
雑
誌
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
相
互
貸

借
は
対
象
外
で
す
。（
図
書
の
み
）

・
図
書
館
側
か
ら
「
マ
イ
本
棚
」
の

使
用
状
況
の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

正
徳
５
年
（
１
７
１
５
）
に
は
守

木
町
の
「
前
嶋
又
六
」、
明
和
４
年

（
１
７
６
７
）
に
は
金
丸
町
の
「
岡

野
甚
内
」
に
よ
っ
て
修
理
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
修
理

を
受
け
た
記
録
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
痕
跡
も
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回

の
修
理
は
お
よ
そ
２
５
０
年
ぶ
り
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
製
作
や
修
理
の
年

代
、
関
係
者
の
名
前
な
ど
が
分
か
っ

て
い
る
も
の
は
珍
し
く
、
歴
史
資
料

と
し
て
も
貴
重
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

修
復
を
手
が
け
た
修
復
士
の
飯
泉

太
子
宗
氏
に
よ
れ
ば
、
總
社
宮
の
像

は
若
々
し
い
姿
で
、
力
強
い
の
が
特

徴
と
の
こ
と
。
仁
王
像
が
そ
の
ま
ま

武
官
の
服
装
を
し
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
で
す
。

　

修
復
さ
れ
た
随
神
像
は
、
總
社
宮

随
神
門
に
鎮
座
し
、
神
域
を
再
び

守
っ
て
い
ま
す
。
左
記
の
「
石
岡
を

掘
る
」
で
は
、
随
神
像
の
修
復
成
果

を
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

◇
石
岡
を
掘
る

―
石
岡
市
発
掘
調
査
速
報
展

期
間　

９
月
27
日
（
日
）
ま
で

場
所　

常
陸
風
土
記
の
丘
展
示
室

休
園
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
と
き
は

そ
の
翌
日
）

▲随神像の左大臣 ほぼ全壊状態から修復され
ました

―
２
５
０
年
ぶ
り
の
修
理

常
陸
國
總
社
宮
随
神
像

➡

➡
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石　

岡　

石
塚　

芳
華

海
に
向
か
っ
て　

黙
祷
す
る
子

　

も
ど
れ
な
い
日
を　

散
ら
す
波

若　

松　

川
崎　

洋
子

蝉
の
鳴
き
声　

湧
き
出
す
雲
と

　

過
ご
す
ふ
る
さ
と　

帰
省
旅

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

篠
原
美
千
代

サ
ッ
と
一
雨　

夕
立
晴
れ
て　
　
　
　

　

並
木
三
里
は　

蝉
し
ぐ
れ

　

 　
　

 　

 

南　

台　

月
乃
香
俱
耶
姫

何
も
言
え
ず
に　

た
だ
た
だ
ず
っ
と

　

君
と
歩
い
た　

田
ん
ぼ
道

　

 　
　

 　
　

杉
並　

助
川　

浩
志

農
は
素
人　

そ
れ
で
も
実
る

　

緑
豊
か
な　

夏
野
菜

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

大
西　

和
子

有
り
難
い
ね
が　

口
癖
だ
っ
た

　

母
の
言
葉
が　

口
を
つ
く

　

 　
　

 　

下　

林　

加
藤　

弥
生

河
鹿
鳴
く
声　

谷
川
添
え
に

　

聞
い
て
楽
し
く　

住
む
山
家

　

 　
　

 　

 　

川　

又　

関　

清
志

山
の
お
寺
の　

鐘
の
音
響
き
ゃ

　

今
日
も
暮
れ
ゆ
く　

里
の
夏

　

日
の
出
は
『
つ
く
ば
ね
』

　
　
　
　
　
　
　

  

助
川　

浩
史　

　

昨
年
の
十
一
月
に
常
陸
風
土
記
の

丘
へ
「
都
々
逸
之
碑
」
が
建
立
さ
れ

た
。
こ
れ
を
祝
っ
て
四
月
桜
の
季
節

に
石
岡
国
民
宿
舎
『
つ
く
ば
ね
』
で

記
念
歌
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

東
京
方
面
か
ら
十
六
人
参
加
し
た
の

で
当
日
小
雨
で
あ
っ
た
が
、
風
土
記

の
丘
へ
案
内
し
て
歌
碑
と
満
開
の
枝

垂
れ
桜
を
観
て
も
ら
っ
た
。

　

私
は
石
岡
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て

十
七
年
に
な
る
が
一
度
も
『
つ
く
ば

ね
』
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

二
月
に
下
見
に
行
っ
て
、
食
事
は
よ

し
、
風
呂
も
よ
し
、
窓
か
ら
見
る
景

色
も
良
か
っ
た
。
特
に
良
か
っ
た
の

は
、
早
朝
、
部
屋
か
ら
見
ら
れ
た
日

の
出
に
は
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。

　

四
月
の
歌
会
は
昼
食
も
宿
で
頂
き
、

歌
会
も
和
や
か
に
終
わ
り
、
宴
会
前

に
風
呂
に
入
る
と
そ
の
日
は
土
曜
日

限
定
の
バ
ラ
の
花
が
湯
船
に
浮
い
て

い
た
。
こ
れ
は
特
に
女
性
た
ち
に
好

評
で
あ
っ
た
。
宿
泊
者
三
十
五
名
は

六
時
か
ら
宴
会
に
入
り
民
謡
、
踊
り
、

桂
文
生
師
匠
の
落
語
で
笑
い
、
カ
ラ

オ
ケ
も
盛
り
上
が
っ
た
。

　

翌
朝
は
雨
も
上
が
り
日
の
出
を
見

る
こ
と
が
出
来
た
。
筑
波
山
の
中
腹

３
３
０
メ
ー
ト
ル
だ
が
雲
海
も
見
ら

れ
こ
の
素
晴
ら
し
い
情
景
に
参
加
者

は
満
喫
し
て
い
た
の
で
、
私
は
こ
こ

　

 　
　
　
　

 

井　

関　

木
間
塚
具
子

年
老
い
し
母
の
か
わ
り
に
今
年
よ
り
弟

の
分
も
梅
酒
漬
け
た
り

　

 　
　

 　
　

 

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

秋
海
棠
ピ
ン
ク
の
花
の
う
つ
む
き
て
今
年

も
咲
け
り
庭
の
片
へ
に

　
 　

　

 　
　

 

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

梅
雨
に
入
り
晴
る
る
と
も
無
き
日
の
つ

づ
き
色
彩
と
ぼ
し
き
干
し
物
並
ぶ

府　

中　

赤
津
美
智
子

沙
羅
咲
い
て
今
日
青
空
の
高
き
こ
と

泉　

町　

石
神　

秋
羅

山
百
合
の
香
に
望
郷
の
目
が
覚
め
る

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

向
日
葵
や
目
立
ち
過
ぎ
た
る
瞳
も
つ

若　

松　

石
塚　

た
か

梅
雨
晴
間
木
々
の
育
ち
に
お
ど
ろ
け
り

府　

中　

土
井　

湧
輔

父
祖
達
の
骨
を
地
力
の
大
青
田

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

ぷ
っ
つ
り
と
糸
が
切
れ
た
よ
糸
切
り
歯

健
在
な
る
を
ひ
と
り
よ
ろ
こ
ぶ

　

    　

 　
　

  

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

早
苗
田
に
み
ど
り
は
淡
し
山
路
来
て
緑

は
深
し
心
癒
え
ゆ
く

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

山　

崎　

荒
井　

栗
山

蝉
時
雨
し
て
ゐ
る
山
の
宿
に
着
く

　

 　
　

 　
　

  

宇
治
会　

萩
原　

清　

蓮
の
葉
の
さ
ざ
波
め
き
て
翻
る

　
　
　
　

       

瓦  

谷   

石
田
誠
一
郎

誰
に
で
も
あ
る
仏
心
や
蓮
の
花

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
柿　

岡　

小
林　

渥
子

身
の
丈
の
年
々
詰
ま
る
吾あ

に
並
び
合
は

す
と
か
が
む
子
の
眼
が
笑
ふ　
 

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

菫

被
災
地
の
一
本
松
の
仲
間
の
樹
バ
イ
オ

リ
ン
と
な
り
て
優
し
き
音
色

　

 　
　

 　
　

山　

崎　
西
口
は
ま
子

自
家
製
の
パ
ン
焼
き
上
が
る
電
子
音
「
お

お
ス
ザ
ン
ナ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ろ
し

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 
北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ  

木
下
闇
女
坂
と
い
へ
ど
息
は
ず
む

　
　
　
　
　

大　

塚　

松
岡　

元
義

這
ひ
出
で
て
蔓
遊
び
た
り
初
夏
の
道

　

 　
　

 　
　

  

東
成
井　

小
島　

せ
ん

雨
の
中
紫
陽
花
こ
と
に
美
し
く
季
節
忘

れ
ず
庭
を
彩
る

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

君
江

す
り
寄
り
て
喜
び
勇
む
飼
犬
に
元
気
を

も
ら
う
共
に
歩
ゆ
め
ば

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

大
正
琴
演
奏
会

日
時　

９
月
23
日
（
水
）
午
前
11
時

　
　
　

か
ら
・
午
後
２
時
か
ら

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
会
員
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
大
正
琴
の

音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

沖
田　

☎
２
４
・
０
５
８
８

●
太
々
神
楽
保
存
会

太
々
神
楽
奉
納

日
時　

９
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

午
後
７
時
〜
11
時

場
所　

柿
岡
八

幡
神
社
神
楽
殿

※
毎
年
、
旧
歴

８
月
15
日
（
中

秋
の
名
月
）
の

夜
に
神
楽
舞
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

木
村　

☎
４
３
・
０
０
８
４

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

で
開
催
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。

　

こ
れ
に
味
を
し
め
て
高
校
の
ク
ラ

ス
会
を
七
月
に
『
つ
く
ば
ね
』
で
や
っ

た
が
、
こ
の
時
は
曇
り
で
日
の
出
は

見
ら
れ
ず
残
念
で
あ
っ
た
。
お
天
気

ば
か
り
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
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　　　　　　　　　　東光台
いつも元気でにぎやか。好奇
心旺盛でわが家の太陽のよう
な存在です。たくさん食べて
遊んで大きくなってね

萩谷　信
しんのすけ

之助ちゃん（10 か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　                            　　   石岡
わが家の待望の第１子で
す。おっぱい、抱っこが大
好きです。毎日を楽しくつ
むいでいってね！

國井　紬
つむぎ

ちゃん（４か月）

わが家のアイドル

平成27年9月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　柏原池公園でのウォーキングの風景。早朝からたくさんの人たちが
このウォーキングコースを利用しています。市内には石岡運動公園に
も同様のコースがあり、健康維持のために幅広い年齢層から人気を集
めています。
　皆さんも、風景などを見ながらさわやかな汗を流してみてはいかが
でしょうか。　

栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

ご
は
ん
４
８
０
ｇ
・
合
挽
き
肉

１
２
０ｇ
・
玉
ね
ぎ
１
０
０ｇ
・
ピ
ー

マ
ン
30ｇ
・
サ
ラ
ダ
油
小
さ
じ
１
・

Ａ
（
ケ
チ
ャ
ッ
プ
小
さ
じ
４
・
塩

少
々
・
こ
し
ょ
う
少
々
・
水
小
さ
じ

２
）
レ
タ
ス
２
枚
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
４

個
・
細
切
り
チ
ー
ズ
40ｇ

作
り
方

①
玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
は
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。
レ
タ
ス
は
千
切
り
に
す

る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱

し
、
玉
ね
ぎ
と
ピ
ー
マ
ン
を
し
ん
な

（エネルギー 332kcal、塩分 0.8g）

　　　　タコライス

野菜たっぷりのヘルシーなタコライスです。

り
す
る
ま
で
炒
め
る
。

③
ひ
き
肉
を
加
え
、
色
が
変
わ
る
ま

で
炒
め
た
ら
、
Ａ
を
入
れ
て
煮
る
。

水
気
が
な
く
な
っ
た
ら
火
を
止
め

る
。

④
温
か
い
ご
は
ん
を
器
に
盛
り
、
ひ

き
肉
、レ
タ
ス
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、チ
ー

ズ
を
盛
り
付
け
る
。

◎
少
な
い
材
料
で
彩
り
も
よ
く
、
お

い
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介


	P01.pdf
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06・07
	P08〜11広告なし
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20

